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子どものつぶやき観察 深津高子さん 

       生活の中での体験        
2025.9 ２階裏面 

 

園では季節の食材や植物など自然に触れる体験を生活の中で行えるようにしています。 

子ども達にとって手で触れて感じる事は大きな喜びと刺激です。この時期に五感を通して

たくさんの事を吸収して学んでいきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     自然に触れる体験 

さやえんどう・たまねぎ・とうもろこしの皮むき、梅のへたとりなどの活動です。 

食材を入れるかご、皮を入れるもの、むき終わった食材を入れるかごを準備しておきます。 

子どもたちは自分で選択し活動を行います。 

 

    生活の中での体験 

その他、喉が渇けば自分でコップを取りに行く、食事の前には自分でランチョンマットを敷

くお皿を並べるなど、こうした日常の小さな体験も子ども達にとってとても大きな体験です。 

 

こういったたくさんの実体験がある子どもは、想像力の土台がつくられ体験の中から想像が

できるようになります。一方スクリーン前のバーチャルな世界で長時間過ごしていると必然

的に語彙力も会話も想像力も乏しくなりがちです。 

「見る、聞く、触る、匂う、味わう」という五感を通して日々の生活の中で想像力の土台を

一緒に育んでいけたらなと思います。        

いいにおい〜 
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